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１、主な活動報告 

 令和４年度は新型コロナウィルスの影響も徐々に収まり、毎月第一木曜日に実施している定例実行委員会も通常

通り再開した。昨年度に引き続き株式会社高木製作所様および岡崎市地球温暖化防止隊様、新たに株式会社デ

ンソー様から協賛・助成をいただくことができ、原木は当初予算を上回る 1150ｔを買い取ることができた。 

日時 活動内容 主な協議事項、実施内容 

４月７日 第 72回実行委員会 令和４年度の事業計画、高木製作所様の継続支援 

５月５日 役員会・第 73回実行委員会 令和 3 年度決算および令和 4 年度予算承認 

６月２日 第 74回実行委員会 森の健康券発券、事業報告書配布、浜松市の FSCについて 

７月７日 第 75回実行委員会 状況報告、メンバー近況報告 

８月４日 第 76回実行委員会 状況報告、岡崎市地球温暖化防止隊様からのご寄付 

９月１日 第 77回実行委員会 状況報告、積み木寄贈報告 

10月６日 第 78回実行委員会 状況報告、森の健康券デザイン選定 

11月３日 第 79回実行委員会 状況報告、後期森の健康券発券開始 

12月１日 第 80回実行委員会 デンソーグループはあとふる基金申請、獣害対策について 

１月５日 第 81回実行委員会 薪の販売状況、センダンの植樹について 

2月２日 第 82回実行委員会 買取期間の延長について 

３月１日 形埜小木の駅体験 5 年生を対象に間伐から出荷までを体験 

３月 2日 第 82回実行委員会 森の健康券最終発券、森林信託について 

 

       定例の実行委員会の様子                   形埜小木の駅体験 

  



２、出荷者登録および木材の出荷状況 

令和４年度末時点での出荷登録者は 110名（昨年度比+1名）となった。うち実際に年度内に出荷

した人数は 31名であり前年度の 34名よりやや減少となった。 

令和４年度当初予算として 1000t分、また岡崎市地球温暖化防止隊様のご支援で追加 100t、さら

にデンソー様の助成金を財源に追加 50tで合計 1150tの買取を行った。プロジェクト開始以降、８年

間でのべ 8320tの木材が出荷された。 

 

■出荷トン数の推移 

   

■出荷者の地域別分布               ■出荷規模の内訳 

 

地区 人数 前年度比 

形埜地区 34名 ±0名 

宮崎地区 15名 ±0名 

豊富地区 35名 ±0名 

下山地区 10名 ±0名 

額田地域外 16名 +1名 

合計 110名 +1名 
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３、森の健康券利用状況 

   
（前期デザイン。原画は宮崎小のあおきはるき君）     （後期デザイン。原画は宮崎小の森田悠花さん）   

   

■流通期間  令和４年６月２日～令和５年３月３１日 

■登録店舗数  58店舗（前年度比 -2店舗） 

■発券枚数  6930枚  ※693万円相当 

■回収枚数  6895枚(99%)   ※未利用枚数 35枚   

■商店間の 2次利用による追加経済効果 161万円 

■業種別内訳（最終換金地点の内訳） 

昨年度に引き続き、コロナ禍に伴い外食での利用が例年より少ない傾向が見られた。 

 

ガソリンスタンド

2821枚(41%）

自動車

1342枚（19%）

小売

1210枚(18%）

林業

803枚(12%)

家電

216枚(3%)

歯科

159枚(2%)

飲食

91枚（1%）

酒

57枚（1%)
その他

196枚(3%)



４、事業推進の取り組み 

 木の駅プロジェクトの継続した発展のために、間伐推進や森林環境の保全につながる様々な取り組みを実施

した。なお、コロナ禍のため研修や視察などは行わなかった。 

 

 

■木の駅体験 

３月１日に形埜小学校の 5 年生を対象に

木の駅体験を実施した。学校の裏山にて間

伐、搬出、検尺を行い、出荷した木材の材

積計算や森の健康券の金額計算などを行っ

た。 

（写真：出荷伝票の記入） 

 

 

 

 

 

■積み木寄贈 

間伐こもれび会が市内保育園５か所（根石保育園、井田保育園、稲熊保育園、大西保育園、奈良井保育園）

に額田産の間伐材を使った積み木寄贈を行う際に、額田木の駅プロジェクトの PRにご協力いただいた。 

 

  



５、令和４年度収支報告（令和４年４月１日～令和５年３月３１日） 

■収入の部      

科目 内訳 予算額 決算額 差額 備考 

売上 チップ材売上 3,465,000 3,137,875 -327,125 チップ用材 

  その他売上 660,000 571,494 -88,506 薪用材 

負担金収入 岡崎市負担金 3,431,000 3,233,451 -197,549 
1000 トン×3,000 円 

印刷費、消耗品費、郵送料 

会費収入 出荷者会費 100,000 27,000 -73,000   

事務手数料 出荷事務手数料 315,000 362,250 47,250 地域通貨発券料×5% 

その他 寄付金、雑収入 171,500 638,521 467,021 協賛金、寄付金等 

前期繰越金   1,519,188 1,519,188 0   

収入計（A)   9,661,688 9,489,779 -171,909   

      

■支出の部      

項目 内訳 予算額 決算額 差額 備考 

地域通貨 地域通貨 6,300,000 7,245,000 945,000 
1150t×6,300 円 うち 300 万円

を市負担 

  地域通貨印刷費 220,000 187,000 -33,000 市負担  

普及啓発費 チラシ等印刷費 35,000 10,690 -24,310 市負担 事業報告書等 

消耗品費 
事務用品等 30,000 30,089 89 市負担 

のぼり・ポール 90,000 85,800 -4,200   

賃借料 土場使用料 120,000 120,000 0 
10,000 円×8 名、20,000 円×2 名(昨

年記帳漏れ) 

通信費 郵送料 146,000 5,672 -140,328 市負担 

人件費 事務局長人件費 396,000 396,000 0 33,000 円×12 か月 

  地域通貨清算人件費 239,850 204,910 -34,940 最終換金除く 

租税公課 法人税・市県民税 71,000 71,000 0   

その他 

事業推進費 120,000 73,200 -46,800 
形埜小体験指導費、積木寄贈 PR 費

用 

振込手数料・両替手数

料 
8,000 8,140 140 振込手数料、両替手数料 

予備費 1,885,838 0 -1,885,838   

支出計（B)   9,661,688 8,437,501 -1,224,187   

      

収支差額（A-B) 0 1,052,278   次期繰越金 
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